
在日米軍再編在日米軍再編に係るに係る調査調査特別特別委員会委員会資料資料

１ 日 時 平成１７年１２月１４日（水） １３：００から

２ 場 所 議会棟大会議室

３ 議 題

（１）在日米軍再編問題のこれまでの経過とその対応について

（２）米軍嘉手納飛行場の現地調査結果について



在日米軍再編問題のこれまでの経過と
その対応について

１．中間報告の概要

２．在日米軍再編に係る訓練移転についての主な経過

３．在日米軍基地及び移転先候補地の状況



＜防衛庁作成＞



＜総兵力＞ ３４，９２８人

＜防衛庁作成＞



＜防衛庁作成＞



今後の進め方

閣僚は地元との調整を完了することを約束するととも
に、事務当局に対して、これらの個別的かつ相互に関連
する具体案を最終的に取りまとめ、具体的な実施日程を
含めた計画を2006年3月までに作成するように指示

これらの具体案は統一的なパッケージの要素となるも
のであり、パッケージ全体について合意され次第、実施
が開始されるものである

双方は、これらの具体案の迅速な実施に求められる必
要な措置をとることの重要性を強調

＜中間報告書抜粋＞



１０月３１日（月）

〇土屋札幌防衛施設局長が来庁、市長と面談（市長室）

「現時点においても千歳飛行場は候補地として可能性がある」・中間報告(写)持参

〇総務文教常任委員会開催

・中間報告の概要、市の基本姿勢を報告

１１月 ２日（水）

〇平成１７年第３回臨時市議会の開会挨拶で所見を述べる。

１１月 ４日（金）

〇市ホームページに「在日米軍の再編問題」を新設 （市民周知）

「在日米軍再編に係る訓練移転」についての主な経過

市長から

・「騒音の加重や事故、治安面などの懸念があり、市民生活に対する影響

が大きいことから、現時点においては受け入れがたい」と回答。

・今後のスケジュール、訓練移転の内容、協定の有無等、市民説明に必要

な情報を求めた。



１１月１１日（金）

〇「千歳市在日米軍再編調査委員会」設置 ・庁内的な調査体制を構築

１１月１５日（火）

〇庁内イントラに「日米再編問題の市ホームページ設置」を周知 （職員周知）

１１月１７日（木）

〇市長が北海道を訪問し、吉澤副知事と面談（副知事室）

１１月１８日（金）

〇企画部長が札幌防衛施設局を訪問し、中島施設調整官と面談

市長から ・市の「受け入れがたい」の基本姿勢を説明

・北海道として国に情報提供を催促してほしい。

・知事の積極的な行動を要請。

副知事から・渉外知事会を通じて、国に地元への情報公開を要望している。

・沖縄の負担軽減問題については、矢臼別で一定の負担を受けており、

これ以上の負担増は難しいと国に伝えている。



１１月２１日（月）

〇総務文教常任委員会開催

・これまでの経過報告（庁内調査委員会設置を含む）

・中間報告で分散移転が明記されている基地と移転先候補地の基地の概要説明

・嘉手納基地等の現地調査を実施

１１月２４日（木）

〇市長が防衛施設庁を訪問し、北原長官と面談

１１月２８日（月）～３０日（水）

〇空港・基地課、環境課職員３名が、沖縄県嘉手納基地の現況について調査

市長から ・千歳市の基本姿勢と今後の対応について説明。

・一日も早い情報提供を要請。

長官から ・中間報告の説明不足に対する陳謝。

・現時点においても、説明できる情報がない。

・日米協議を加速化し、訓練規模（機数や回数など）等の協議を進め、

逐次、地元に説明する。



１１月２９日（火）

〇桜井苫小牧市長が来千し、市長と面談。

〇木村防衛庁副長官が来千し、市長と面談。

１１月３０日（水）

〇第４回定例市議会において

・市長が、中間報告説明後の経過について行政報告。

〇議会が、「在日米軍再編に係る調査特別委員会」を設置。

苫小牧市から ・事務レベルでの情報交換について要請。

・札幌防衛施設局に質問書を出し今月末期限で回答を求めている。

・札幌局からの回答及び現地調査結果をもとに市長として正式に

方針を判断することになる。

千歳市から ・市の基本姿勢と今後の対応について説明。

・北海道を含む関係者間の情報交換を提案。

副長官から ・中間報告において事前及び事後の説明不足に対し謝罪。

（現時点でも具体的な説明ができない。）

・日米協議を促進し、逐次、地元に情報提供を行うなど誠意を持って

対応することを表明。

市長から ・市の基本姿勢と今後の対応について説明。

・具体的な説明なく時間が経過していることに対し不誠実さを指摘。



在日米軍基地の状況（中間報告で分散移転が明記されている基地）

＜調査日 H17/11/07＞



日米地位協定に関する用語解説について

● （２－１－a）
日米地位協定 第２条1項a
いわゆる米軍専用施設・区域

● （２－４－a）
日米地位協定 第２条４項a
いわゆる米軍管理共同使用

米軍が一時的に使用していない施設・区域について、日米合同委員会の合意に基づき、

米軍管理のもと、施設・区域を日本国政府や日本国民が使用すること。

● （２－４－b）
日米地位協定 第２条４項b
いわゆる国等管理共同使用

米軍が一時的に使用する施設・区域について、日米合同委員会の合意に基づき、日本

政府等管理のもと、米軍が使用すること。

※ 日米地位協定とは、「日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全

保障条約第六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊

の地位に関する協定」の略である。



在日米軍再編に係る戦闘機訓練の候補地について

在日米軍再編に係る戦闘機訓練の候補地について

＜調査日 H17/10/28＞



















米軍嘉手納飛行場 現地調査結果米軍嘉手納飛行場 現地調査結果

１ 日 程 平成１７年１１月２８日（月）～３０日（水）

２ 場 所 米軍嘉手納飛行場

嘉手納町役場

沖縄県庁

那覇防衛施設局



１１月２８日（月）

１６：００ 嘉手納町 道の駅「かでな」

騒音測定場所の確認、測定機器の動作確認、騒音測定

（岩国基地所属Ｆ－１８）

１１月２９日（火）

０９：００ 沖縄県知事公室基地対策課

１０：００ 那覇防衛施設局

１３：３０ 嘉手納町総務部基地対策課

１４：００ 嘉手納町 道の駅「かでな」（１８：５０まで）

現地説明、騒音測定（Ｆ－１５）、住民への聞き取り調査

１１月３０日（水）

１０：３０ 沖縄市葬斎場（駐車場）（１２：５０まで）

騒音測定（Ｆ－１５の飛行が確認できず。Ｐ－３Ｃ、

ＫＣ－１３５Ｒ等の大型機の騒音を測定）

米軍嘉手納飛行場 現地調査日程米軍嘉手納飛行場 現地調査日程



１ 航空機騒音について

・年間の飛行回数

・騒音測定（道の駅「かでな」、滑走路端から約３Ｋｍ地点）

・住民聞き取り調査

２ 飛行協定について

・飛行協定の内容

・協定の遵守状況

３ 訓練に伴う事故について

・航空機事故の実態

・事故時の対応について

４ 犯罪・事故（訓練以外）の実態について

米軍嘉手納飛行場 現地調査内容米軍嘉手納飛行場 現地調査内容



米軍嘉手納飛行場の位置米軍嘉手納飛行場の位置

（資料提供：那覇防衛施設局）



（資料提供：嘉手納町）

沖縄県の米軍基地の現状沖縄県の米軍基地の現状



資料提供：嘉手納町（一部画像処
理）

嘉手納町の位置図嘉手納町の位置図



米軍嘉手納飛行場周辺の位置図米軍嘉手納飛行場周辺の位置図

読谷村

嘉手納町

沖縄市

北谷町

うるま市



資料提供：嘉手納町



極東最大の空軍基地

所在地 嘉手納町（44％）、北谷町（18％）、沖縄市（37％）
（このほか、建物の一部が那覇市、糸満市に所在）

管理部隊 第５空軍 第18航空団

面積 約1,989ｈａ（国有地149ｈａ、民公有地1,840ｈａ）
軍人軍属 約7,330人 （Ｈ14.3.31現在）

従業員 約2,750人

使用実態 防空、反撃、戦略、空輸、機体整備等総合的な機能。

主要航空機 Ｆ－15イーグル（約48機）
ＫＣ－135Ｒ (約15機)     空中給油機
Ｅ－３Ｂ （約２機） 空中早期警戒管制機 ほか

滑走路 3,700ｍ×90ｍ
3,700ｍ×60ｍ （各＋300ｍ：オーバーラン）

土地所有者 約11,110人
年間借料 約247億6,900万円

資料提供：那覇防衛施設局米軍嘉手納基地の概要米軍嘉手納基地の概要



米軍嘉手納基地に常駐する機種米軍嘉手納基地に常駐する機種

Ｆ－１５Ｃ イーグル戦闘機 ＫＣ－１３５Ｒ 空中給油機

Ｅ－３Ｂ 空中早期警戒管制機 ＭＣ－１３０Ｈ 特殊作戦機

資料提供：嘉手納町



米軍嘉手納基地に常駐する機種米軍嘉手納基地に常駐する機種

ＭＣ－１３０Ｐ 特殊作戦機 ＲＣ－１３５Ｗ 電子偵察機

Ｐ－３Ｃ 対潜哨戒機 ＨＨ－６０Ｇ 救難機（ヘ
リ） 資料提供：嘉手納町



・遮音壁の設置（Ｈ12.7.11完成）

・ＭＣ－１３０特殊作戦機を滑走路北西端に移設（Ｈ8.12.16実施済）

・海軍駐機場（住宅街から約50ｍ）の主要滑走路の反対側へ移設（未実施）

ＳＡＣＯ

（Ｓｐｅｃｉａｌ Ａｃｔｉｏｎ Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ Ｏｎ Ｏｋｉｎａｗａ）

「沖縄における施設及び区域に関する特別行動委員会」

米軍嘉手納飛行場における

ＳＡＣＯ最終報告の実施状況

米軍嘉手納飛行場における

ＳＡＣＯ最終報告の実施状況

在沖米軍基地の整理・縮小問題を協議するため、平成７年１１月、１年間の期
限つきで日米安全保障協議委員会（２プラス２）の下に設置された。



道の駅「かでな」から見た嘉手納飛行場



資料提供：嘉手納町



在日米軍再編問題現地調査結果

騒音の状況について

平成１７年１１月２８、２９、３０日実施

沖縄県 嘉手納飛行場



一般的な騒音のレベル 

dB(A) 事   例 

１２０ 飛行機のエンジンの近く 

１１０ 自動車の警笛（前方２ｍ） 

１００ 列車が通るときのガードの下 

 ９０ 大声による独唱、騒々しい工場 

 ８０ 地下鉄の車内 

 ７０ 電話のベル、騒々しい事務所の中、騒々しい街頭 

 ６０ 静かな乗用車、普通の会話 

 ５０ 静かな事務所 

 ４０ 図書館、静かな住宅街の昼 

 ３０ ささやき声、郊外の深夜 

 ２０ 木の葉のふれあう音、置時計の秒針の音（前方１ｍ） 

出典：（財）日本環境協会「生活における騒音・振動を考える（環境シリーズ№55） 



 

資料提供：沖縄県



航空機騒音測定配置図 
 

 

葬斎場 

千歳市調査
道の駅 

千歳市調査

屋良地区 

(屋良Ｂ)町 

屋良小学校 

(屋良Ａ)県 

嘉手納町役場

(嘉手納)町 

勤労者体育センター 

(兼久)町 

※( )内は県の名称



資料提供：沖縄県



 

 

 

 

資料提供：沖縄県



航空機騒音測定局の測定結果

環 境 基 準 測 定 結 果

区 分 設 置 場 所 類 基準値 WECPNL(年度) 16年度

型 WECPNL 14 15 16 dB最大値

Ⅱ 75 79 80 80 116青葉丘局 青葉丘2015番地

Ⅱ 75 79 77 79 111千 住吉局 住吉１丁目

Ⅱ 75 76 76 74 110歳 東雲局 東雲町３丁目

Ⅱ 75 72 71 71 102市 寿局 寿１丁目

Ⅰ 70 68 68 66 100設 北斗局 北斗１丁目

Ⅰ 70 57 57 57 92置 里美局 里美３丁目

Ⅱ 75 64 64 64 99局 駒里東局 駒里849番地

Ⅱ 75 72 71 72 103根志越南局 根志越19番地

Ⅱ 75 76 76 78 125東郊局 東郊１丁目

Ⅱ 75 73 74 74 105
北
梅ヶ丘局 梅ヶ丘１丁目

Ⅰ 70 66 66 66 107
海
富丘局 富丘３丁目

Ⅱ 75 77 76 77 110
道
稲穂局 稲穂４丁目

Ⅱ 75 67 67 68 101
設
根志越東局 根志越66番地

Ⅱ 75 74 74 75 111
置
旭ヶ丘局 旭ヶ丘４丁目

Ⅱ 75 64 63 63 99
局
駒里局 駒里2212番地

Ⅱ 75 74 74 75 110あけぼの局 日の出１丁目

Ⅱ 75 73 73 72 100弥生公園局 弥生３丁目

※１ Ⅰ類型：都市計画による第１種・第２種低層住居専用地域と第１種・第２種中高層住居専用地域

Ⅱ類型：Ⅰ類型以外の地域であって通常の生活を保全する必要がある地域



平成１６年度
 

資料提供：沖縄県



平成１６年度
 

資料提供：沖縄県



１６年度　住吉局
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平成１６年度
 

資料提供：沖縄県
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資料提供：沖縄県

平成１６年度



資料提供：沖縄県

平成１６年度
 

 

 

 



曜日別の騒音発生回数（住吉）（回／日）

測定地点 年度 日 月 火 水 木 金 土
15 2.9 35.5 51.6 45.5 39.3 33.1 2.9
16 3.4 42.6 55.5 48.2 42.9 28.2 2.7

曜日別の騒音発生回数（住吉）（累計）

測定地点 年度 日 月 火 水 木 金 土
15 150 1,848 2,682 2,366 2,043 1,719 149
16 178 2,215 2,887 2,507 2,229 1,467 141

住　　吉

住　　吉

曜日別の騒音発生回数（住吉）（千歳）
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資料提供：沖縄県

平成１６年度



資料提供：沖縄県

 

 

 

 

 



時間帯別の月平均騒音発生回数（千歳）
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時間帯別の月平均騒音発生回数（住吉）（回／月）

時間 終日
年度 回数 比率 回数 比率 回数 比率 回数 比率 回数

3.03 0.3% 884.08 92.6% 66.03 6.9% 1.65 0.2% 954.8
1.84 0.2% 882.75 92.5% 69.63 7.3% 0.34 0.0% 954.6

時間帯別の月平均騒音発生回数（住吉）（累計）

時間 終日
年度 回数 比率 回数 比率 回数 比率 回数 比率 回数

35 0.3% 10,202 92.6% 762 6.9% 19 0.2% 11,018
22 0.2% 10,535 92.5% 831 7.3% 4 0.0% 11,392

住吉

測定局
Ｎ１(00～07) Ｎ２(07～19) Ｎ３(19～22) Ｎ４(22～24)

15
16

Ｎ４(22～24)

住吉
15
16

測定局
Ｎ１(00～07) Ｎ２(07～19) Ｎ３(19～22)



航空機騒音調査状況

H17.11.28 道の駅

H17.11.29 道の駅

H17.11.30 葬斎場



千歳市測定 道の駅（滑走路から0.6㎞、新千歳空港A・B駐車場相当）H17.11.28

FA-18  2機編隊

50

60

70

80

90

100

110

16:2
6:58

16:2
7:08

16:2
7:18

16:2
7:28

16:2
7:38

16:2
7:48

16:2
7:58

測定時間

ｄＢ

継続時間  41秒　　最大値　95.4ｄＢ

E-3  1機

50

60

70

80

90

100

110

16:5
2:53

16:5
3:03

16:5
3:13

16:5
3:23

16:5
3:33

16:5
3:43

測定時間

ｄB

継続時間　35秒　　最大値　93.9

FA-18  2機  継続

50

60

70

80

90

100

110

17:0
9:26

17:0
9:36

17:0
9:46

17:0
9:56

17:1
0:06

17:1
0:16

17:1
0:26

17:1
0:36

測定時間

ｄB

継続時間 50秒　　最大値　91.5ｄＢ

FA-18  4機  継続

50

60

70

80

90

100

110

18:0
6:43

18:0
6:53

18:0
7:03

18:0
7:13

18:0
7:23

18:0
7:33

18:0
7:43

18:0
7:53

18:0
8:03

18:0
8:13

18:0
8:23

測定時間

ｄＢ

継続時間 97秒 　最大値 93.0ｄＢ



F15  4機,  F15  3機

50

60

70

80

90

100

110

14:2
8:05

14:2
8:55

14:2
9:45

14:3
0:35

14:3
1:25

14:3
2:15

14:3
3:05

14:3
3:55

測定時間

ｄＢ

継続時間　91秒､71秒　　最大値　99.6ｄB、95.5ｄB

F15  4機

50

60

70

80

90

100

110

14:3
9:47
14:3
9:52
14:3
9:57
14:4
0:02
14:4
0:07
14:4
0:12
14:4
0:17
14:4
0:22
14:4
0:27
14:4
0:32
14:4
0:37
14:4
0:42
14:4
0:47
14:4
0:52
14:4
0:57
14:4
1:02
14:4
1:07
14:4
1:12
14:4
1:17
14:4
1:22
14:4
1:27
14:4
1:32
14:4
1:37
14:4
1:42

測定時間

ｄＢ

継続時間　91秒　　最大値　95.4ｄB

F15  3機   旋回

50

60

70

80

90

100

110

16:3
8:35

16:0
8:45

15:3
8:55

15:0
9:05

14:3
9:15

14:0
9:25

測定時間

ｄＢ

継続時間　14秒　　最大値　86.7ｄB

F15  4機　旋回

50

60

70

80

90

100

110

16:4
0:24

16:4
0:34

16:4
0:44

16:4
0:54

16:4
1:04

測定項目

ｄＢ

継続時間　24秒　　最大値　95.0ｄB

千歳市測定 道の駅（滑走路から0.6㎞、新千歳空港A・B駐車場相当）H17.11.29



P-3C  1機

50

60

70

80

90

100

110

10:5
9:38

10:5
9:58

11:0
0:18

11:0
0:38

11:0
0:58

11:0
1:18

11:0
1:38

11:0
1:58

11:0
2:18

11:0
2:38

測定時間

ｄＢ

継続時間　45秒　　最大値　97.2ｄB

P-3C  2機

50

60

70

80

90

100

110

11:0
7:29

11:0
7:39

11:0
7:49

11:0
7:59

測定時間

ｄＢ

継続時間　4秒　　最大値　72.1ｄB

KC-135R  1機

50

60

70

80

90

100

110

11:1
4:13

11:1
4:23

11:1
4:33

11:1
4:43

11:1
4:53

測定時間

ｄＢ

最大値71.3ｄB

P-3C  1機

50

60

70

80

90

100

110

11:1
5:53

11:1
6:03

11:1
6:13

11:1
6:23

11:1
6:33

11:1
6:43

測定時間

ｄB

継続時間　25秒　　最大値　81.1ｄB

千歳市測定 葬斎場（滑走路から3㎞、住吉局相当）H17.11.30



■協定内容

「嘉手納飛行場及び普天間飛行場における
航空機騒音規制措置に関する合同委員会合意」

平成８年３月２８日 合意

米軍嘉手納飛行場における飛行協定について米軍嘉手納飛行場における飛行協定について







嘉手納飛行場における航空機騒音規制措置

■騒音規制措置の要旨■

・日曜日の訓練は差し控える。慰霊の日のような周辺地域社会に

とって、特別に意義のある日の訓練飛行に配慮する。

・22：00～06：00の間の飛行、地上活動は、最小限に制限される。

・飛行場の場周経路は、出来る限り学校、病院を含む人口稠密地域を

避けて設定する。

・エンジンテストは、原則として、18：00～08：00の間行わない。

・アフターバーナーの使用は、必要とされるものに制限される。

離陸時は出来る限り、早く停止する。

＜平成８年３月２８日 日米合同委員会 合意＞



・規制措置は形骸化している。

・毎日、深夜・早朝の飛行がある。

※平成１７年６月には、騒音発生回数が９８８回／月を記録。

・日曜日や地域の行事（慰霊の日、地域のお祭り、入卒業式、

入学試験等）でも協定にかかわらず飛行する。

米軍見解：いずれの場合も、運用上の都合で、協定の範囲内である。

（嘉手納町基地渉外課より聴取）

米軍嘉手納飛行場における飛行協定の遵守状況米軍嘉手納飛行場における飛行協定の遵守状況



・夜中も関係なく、２時３時でも、飛行機を洗機している音とか給油し
ている音も有るので、うるさいです。

・昼間でも、窓は開けられないです。

・朝とお昼過ぎ、午後とかすごいうるさい時期があって、電話を取って
いても聞こえないぐらい、すごくうるさいです。

・みんなよくここに住んでいるなと、自分は感じます。

（別地域居住）

・授業中とかもうるさいから集中できないことがあります。

・子どもにも悪い影響が有るのではないかと思います。

・最近はあまり飛ばなくなったけれど。たまにジェット機が朝早く６時
くらいから飛ぶときもある。

・土曜日とか日曜日は、普通より飛ばないですね。（自分は慣れている
のかもしれないけど）

米軍嘉手納飛行場 周辺住民の聞き取り調査米軍嘉手納飛行場 周辺住民の聞き取り調査







（嘉手納町基地渉外課より聴取）

協定が遵守されない時の対応について協定が遵守されない時の対応について

・嘉手納基地周辺３市町（嘉手納町、沖縄市、北谷町）で「嘉手納飛行
場に関する三市町連絡協議会」を組織し、事案の内容により、町単独又
は三連協で第１８航空団司令官に対して申し入れを実施。

・年に１回、第１８航空団、外務省沖縄事務所、４軍調整官（在沖縄軍
トップ）、那覇防衛施設局に要請文を持参。

・日常的な事案（緊急着陸（予防着陸））は、「町長名」又は「課長
名」で申し入れを実施。

※米軍対応時は、申し入れの趣旨が伝わるように、英語が堪能な職員
が必要である。



■緊急着陸（予防着陸）■

機体に何らかの不具合が生じた場合に、安全確認のために
着陸をして整備点検を受けるもの。

平成17年度 緊急着陸（Ｈ17.4.1～Ｈ17.11.17） ４６件

Ｆ－１５ ２４機 Ｅ－３ ２機

Ｆ／Ａ１８ ４機 ＫＣ－１３５ ５機

ＨＨ６０ヘリ １機 ＡＶ－８ ２機

Ｃ１３０ １機 ＥＰ－３ ２機

Ｐ３Ｃ ４機 Ｅ－２Ｃ ２機

（嘉手納町基地渉外課調
べ）



墜落・空中接触 ２件

緊急着陸 １３９件

燃料漏れ ６件

部品等落下 ５件

不時着 ３件

刑法犯 ５件

交通事故 １１件

（死亡事故１件、衝突事故９件、当て逃げ１件）

その他 １２件

（沖縄県提供資料から抜粋・集計）

平成１４年度～１６年度

米軍人・軍属等による事件及び航空機事故等について

（嘉手納飛行場等関連分）

平成１４年度～１６年度

米軍人・軍属等による事件及び航空機事故等について

（嘉手納飛行場等関連分）

計１８３件



事故発生時の連絡体制について事故発生時の連絡体制について

資料：外務省ＨＰより



・事故の第一報は、道の駅に常駐する報道関係者から入電
することが多い。

・町から米軍に確認するも客観的事実（写真や具体的情
報）を示さなければ、事故等を公表しないことがある。

・客観的事実を示すと那覇防衛施設局を通じて回答。

事故時の連絡体制について事故時の連絡体制について

（嘉手納町基地渉外課より聴取）



嘉手納基地のゲートが北谷町及び沖縄市に所在するため、嘉
手納町では米兵による犯罪は少ないが、ゲートが所在する北
谷町、沖縄市では犯罪件数が多い。

区分

年次 凶悪犯 粗暴犯 窃盗犯 知能犯 風俗犯 その他 計

H14 2 11 41 4 2 21 81

H15 7 11 48 11 4 31 112

H16 1 12 23 3 4 16 59

計 10 34 112 18 10 68 252

米軍構成員等事件（件数）

沖縄県内における米軍構成員等の犯罪検挙件数（刑法犯）沖縄県内における米軍構成員等の犯罪検挙件数（刑法犯）

（嘉手納町基地渉外課より聴取）

（資料提供：沖縄県）
凶悪犯 殺人、強盗、放火、強姦のこと

粗暴犯 凶器準備集合、傷害、暴行、脅迫、恐喝のこと

知能犯 詐欺、横領、偽造、汚職、背任のこと

風俗犯 賭博、わいせつのこと

その他 住居侵入等


